
 

 

 

 

 

令和 7年 12月 24日発行 

文責 校長 泊 裕人 

 

 明日から冬休み。年末年始のこの時期は、新しい年を気

持ちよく迎えるための大切な時期であり、新しい年に幸せ

でいられるように願うための時期でもあります。日本の伝

統を身近に感じられる行事がたくさん行われるこの期間

を、十分味わってほしいと思います。 

 終業式では、この冬休みに頑張ってほしいことについて、以下のようなことを話しました。 
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佐賀市立金立小学校 学校便り 第 11号 

 

 

 

学校教育目標 「志高く 心豊かに 学ぶ 金立」 

学校HP もご覧ください 

冬休みスタート 

【できることを考える】 

２つ例を挙げました 

 １. お手伝い 

冬休み中は、年末に向けての大掃除など、子どもたちにできることがたくさんありま

す。お家の中での役割を決めて取り組んでほしいと思います。 

その際に、お家の方にお願いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２． あいさつ 

 「おはようございます」や「こんにちは」のあいさつはもちろん、いろいろな場所で新年

のあいさつなどをする機会があります。家族内で改まって「明けましておめでとうござい

ます」と言うのは少し気恥ずかしい部分もありますが、親しき仲にも礼儀ありですので、

是非お声かけください。 

 子どもたちには 

  【相手に聞こえる大きさで、自分から、笑顔で】 

 という３つのポイントで話をしています。 

①できること、できそうなことを自分で決めるようにしてください 

 ⇒思いつかない時は、いくつかの中から自分で選ぶなど 

②続けて取り組む 

⇒「１つをずっと継続する」あるいは「終わったら、次のミッションに取り組む」 

③できたことを褒める 

⇒家族のために、自分のために取り組めたことを思い切り褒めてください 

 （次の意欲付けのためにもお願いします） 

事故などに遭わないよう安全に過ごすことが１番です！ 



  

   

 

 この 2学期、子どもたちは学校生活の中で、友だちと協力し合いながら新しいことに挑戦し、運

動会や文化祭などの行事を成功させることができました。また、学習面でも一層意欲的に取り組み、

知識や技能を深めてきました。 

それぞれの活動を通して、子どもたちが自分らしく成長してくれたことが、私たちにとって大き

な喜びです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その成長を支えてくださったのが、PTA本部役員をはじめとする保護者のみなさんや地域の方々

です。ふれあい運動会、里まつり、金立探検隊、かるた大会…などなど（これら以外にも日々関

わっていただいていますが）、多くの方の協力を得ながら活動することができました。 

 

『子どもたち自身が、たくさんの人に見守られながら日々過ごしていることを実感できる』 

このことが、地域への所属感を高め「ふるさとを愛する」ことにつながっているのだと改めて

感じています。【地域＝人】ということを、それぞれの立場で伝えていただいていることに本当

に感謝しています。ありがとうございました。 

３学期もよろしくお願いします。 

 

感謝（ありがとう）の気持ち 

５年生：金立探検隊 

２年生：九九の学習 １年生：芋掘り 

「地域の方ありがとう」の会 

６年生：室町文化体験 ３年生：花苗植え 

４年生：福祉体験活動 


